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猿沢地区振興会だより 

11

月
号
の
振
興
会
だ
よ
り
に
掲
載
し
ま
し

た
交
通
安
全
に
係
る
施
設
等
の
改
善
要
望
書

に
つ
い
て
、
要
検
討
、
回
答
待
ち
と
な
っ
て
い
た

箇
所
が
改
善
さ
れ
ま
し
た
の
で
お
知
ら
せ
し

ま
す
。 

 ①
路 

 

線 

国
道

343

号
、
国
道

456

号
、
県
道

105

号
線 

場 
 

所 
 

猿
沢
字
板
倉
地
内 

要
望
理
由 

ス
ピ
ー
ド
を
出
し
て
走
行
す
る

車
両
が
多
く
、
運
転
を
誤
っ
た

際
、
信
号
待
ち
を
し
て
い
る
歩

行
者
等
に
危
険
が
及
ぶ
可
能
性

が
高
い
た
め
。 

措
置
あ
り 

防
護
柵
の
設
置 

②
路 

 

線 

国
道

456

号 

場 
 

所 

猿
沢
字
町
方
地
内 

要
望
理
由 

見
通
し
が
悪
い
た
め
。 

措
置
あ
り 猿

沢
の
ま
ち
が
よ
り
安
全
に 

①
路 

 

線 

国
道

343

号
、
国
道

456

号
、
県
道

105

号
線 

場 
 

所 
 

猿
沢
字
板
倉
地
内 

要
望
理
由 

ス
ピ
ー
ド
を
出
し
て
走
行
す
る
車

両
が
多
く
、
運
転
を
誤
っ
た
際
、

信
号
待
ち
を
し
て
い
る
歩
行
者

等
に
危
険
が
及
ぶ
可
能
性
が
高

い
た
め
。 

措
置
あ
り 

防
護
柵
の
設
置(

３
箇
所) 

②
路 

 

線 
 

国
道

456

号 

場 
 

所 
 

猿
沢
字
町
方
地
内 

要
望
理
由 

 

見
通
し
が
悪
い
た
め
。 

措
置
あ
り 

 

カ
ー
ブ
ミ
ラ
ー
の
設
置 

 ①猿沢字板倉地内 防護柵 

で
地
域
の
為
に
様
々
な
活
動
を
さ
れ
て
い
る
、
西

和
賀
町
農
業
農
村
政
策
調
整
官
・
大
野
自
治
協

議
会
事
務
局
長
の
泉
川
道
浩
さ
ん
を
お
迎
え
し

ま
し
た
。 

講
演
に
は
、
地
区
内
外
合
わ
せ
て
22

名
が
来

場
し
、
大
野
自
治
協
議
会
の
取
り
組
み
内
容
や
、

西
和
賀
町
の
現
状
に
つ
い
て
熱
心
に
聞
き
入
っ
て

い
ま
し
た
。 

泉
川
さ
ん
は
、
大
野
集
落
で
地
域
内
の
農
地

を
活
用
し
て
農
産
加
工
や
交
流
、
景
観
保
持
を

行
う
た
め
２１

年
に
一
般
社
団
法
人
大
野
も
っ
こ

り
の
郷
を
設
立
し
ま
し
た
。
そ
こ
で
行
っ
て
い
る

拠
点
施
設
の
整
備
や
、
関
係
人
口
の
構
築
、
特
産

品
開
発
な
ど
の
取
り
組
み
を
紹
介
さ
れ
ま
し

た
。 集

落
の
合
言
葉
に
「
自
分
た
ち
が
楽
し
む
」

「
ま
ず
や
っ
て
み
る
」
「
他
人
の
意
見
を
否
定
し 

 

猿
沢
市
民
セ
ン
タ
ー

を
会
場
に
、
地
域
づ
く

り
講
演
会
を
開
催
し

ま
し
た
。
講
師
に
は
、

西
和
賀
町
大
野
地
区 

 

「
集
落
存
続
の
た
め
に
必
要
な
こ
と 

 
 

～
も
っ
こ
り
と
集
ま
る
人
の
心
の
輪
～
」 

 

地
域
づ
く
り
講
演
会
開
催 

な
い
」
「
来
る
も
の
は
拒
ま
ず
」
な
ど
を
挙
げ
、

地
域
づ
く
り
の
在
り
方
を
示
さ
れ
ま
し
た
。
ま

た
活
動
の
様
子
を
写
真
で
紹
介
す
る
場
面
で

は
、
地
元
の
方
々
の
温
か
さ
と
魅
力
を
感
じ
ま

し
た
。
他
に
も
、
大
野
集
落
で
は
被
災
者
と
の
交

流
、
国
際
交
流
、
高
齢
者
等
の
支
援
に
も
力
を

入
れ
て
い
て
、
猿
沢
に
足
り
な
い
点
や
改
善
案
な

ど
も
発
見
で
き
ま
し
た
。
地
域
計
画
の
策
定
や

中
山
間
地
域
等
直
接
支
払
交
付
金
の
集
落
戦

略
策
定
な
ど
に
伴
い
、
２３

～
２４

年
が
農
山
村 

 

政
策
の
正
念
場
に
な
る

と
し
、
「
今
年
と
来
年
で

す
べ
て
や
っ
て
い
か
ね
ば

な
ら
な
い
。
農
業
以
外
を

含
め
自
治
会
と
連
携
し

て
い
か
な
い
と
大
変
な
状

況
に
な
る
」
と
強
調
し
ま

し
た
。 

 

  

区 世帯数 男 女 合計 比較

1区 55 72 80 152 0

2区 44 48 43 91 0

3区 66 82 76 158 0

4区 50 78 74 152 0

5区 30 36 49 85 -1

6区 38 47 49 96 0

7区 35 51 42 93 0

8区 53 66 71 137 0

9区 24 30 34 64 0

10区 48 58 58 116 -3

11区 84 115 116 231 0

12区 37 47 42 89 -1

13区 21 26 27 53 0

合計 585 756 761 1,517 -5

猿沢の行政区別人口と世帯数

12月末現在

11

月
23

日
（
木
）
、

猿
沢
市
民
セ
ン
タ
ー
を

会
場
に
、
地
域
づ
く
り

講
演
会
を
開
催
し
ま
し

た
。
講
師
に
は
、
西
和
賀

町
大
野
地
区 

 

②猿沢字町方地内 カーブミラー 
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日 程  令和６年２月１日（木）  

10時 00分～11時 30分 

場 所   猿沢市民センター 

内 容  コミュニティ・カーシェアリング 

～支え合う仕組みを地域につくる～ 

講 師   一般社団法人日本カーシェアリング協会 

代表理事 吉澤 武彦 氏  

どうぞ皆さまお誘い合わせの上、お越しください。 

詳しくは別紙チラシをご覧ください。 

参加無料！ 

な
お
、
例
年
元
日
に
行
わ
れ
る
行
列
及
び
年
祝
等
は
、

残
念
な
が
ら
今
年
度
も
中
止
す
る
こ
と
が
決
定
し
た
と
の

こ
と
で
す
の
で
お
知
ら
せ
い
た
し
ま
す
。 

  

今
年
も
12

月
24

日
（
日
）
、
年
末
の

帰
省
者
を
お
迎
え
す
る
看
板
が
に
こ
に
こ

プ
ラ
ザ
だ
い
と
う
施
設
敷
地
前
に
設
置
さ

れ
ま
し
た
。
こ
の
看
板
の
設
置
は
、
４２

歳

を
迎
え
ら
れ
る
旧
猿
沢
中
学
校
出
身
の

方
々
に
代
々
受
け
継
が
れ
て
い
る
行
事
で

す
。
心
が
温
ま
る
看
板
と
な
っ
て
い
ま
す
の

で
、
近
く
を
通
っ
た
際
は
ぜ
ひ
ご
覧
く
だ

さ
い
。 

 

 

夏休みに引き続き、12月 25日（月）

から１月 17日（水）までの 15日間（12

月 29 日～1 月 3 日を除き）、にこにこ

プラザだいとうさんと猿沢地区振興

会との共催事業としてにこにこ児童

クラブを開催します。今年はどんな活

動をするのか楽しみですね♪1 月号で

活動の様子をご紹介します。 

スタート！ 

児童クラブ 

早
い
も
の
で
今
年
も
残
す
と
こ
ろ
あ
と
わ
ず
か

と
な
り
ま
し
た
。
今
年
（
４
月
～
１１

月
）
開
催
し

た
出
来
事
を
抜
粋
し
ま
と
め
ま
し
た
の
で
、
ぜ
ひ

ご
覧
く
だ
さ
い
。 

  ４
月 

ふ
れ
あ
い
交
流
館
「
な
に
～
か
あ
～
る
」 

２
年
目
オ
ー
プ
ン 

８
月 

地
域
づ
く
り
講
演
会
①
榊
田
み
ど
り
氏 

９
月 

農
を
考
え
る
視
察
研
修
（
花
泉
町
）
、
係
留

バ
ル
ー
ン
搭
乗
体
験
開
催 

１０

月 

猿
沢
秋
祭
り
開
催 

１１

月 

農
を
考
え
る
視
察
研
修
（
雫
石
町
） 

 今
年
も
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
し
た
❁ 

令
和
５
年
３
月
の
お
ひ

な
ま
つ
り
か
ら
、
開
館
を
再

開
し
た
「
な
に
～
か
・
あ
～

る
」
は
、
１１

月
１９

日
（
日
）

に
大
感
謝
祭
を
盛
大
に
開

催
し
、
今
年
も
冬
季
休
業
に

入
り
ま
し
た
。
ま
た
、
お
ひ

な
ま
つ
り
で
お
会
い
し
ま
し

ょ
う
。 「

な
に
～
か
・
あ
～
る
」
感
謝
祭
開
催 

猿
沢
２
区
収
穫
祭
開
催 

１１

月
１９

日
（
日
）
、
中
央
自
治

会
館
に
お
い
て
猿
沢
２
区
に
よ
る
収

穫
祭
が
開
催
さ
れ
ま
し
た
。
当
日

は
、
餅
の
お
振
る
舞
い
の
ほ
か
、
餅
ま

き
が
行
わ
れ
、
来
場
者
は
両
手
い
っ

ぱ
い
に
餅
を
拾
っ
て
い
ま
し
た
。 

今
年
を
振
り
返
っ
て 


